






 

研究目的 

今回の疫学調査により排卵誘発妊娠に伴う障害の一つとして多胎(双胎)の発

生頻度が高く,かつ全双胎児の75%が2,500g以下の未熟児であることが示され,

排卵誘発時の非生理的ゴナドトロピン条件下における過排卵およぴそれに伴う

異常卵の誘発の可能性が想定された。 

 そこで今回は HMG-HCG 療法の卵胞内ステロイド環境におよぼす影響を生理的

環境と比較検討することを目的として,術前 HMG 投与例の卵胞における in 

vitro ステロイド生合成機能を無処置例と比較して検討した。 


